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 中国語の動補式複合語（Verb-Complement(V-R) Compounds, 以下 VR と
いう）については、これまでにさまざまな立場から研究されてきた。しか















1.1.1 王力(1985[1943], 2002[1944])  
 王力は、《中国现代语法》(1985[1943])の中で、「述語と補語が因果関係に














 （私がそれを壊したのだ。）   















 （ぐっすりと寝てしまい、ちょっと遅くなった。）  























ており、本論ではこのような VR を「再帰的使役」と捉える。 
 
1.1.2 Chao(1968)  
 Chao(1968)は、“吃饱”（食べて腹いっぱいになる）のような「動詞‐結
果補語」の結合を語彙的な複合語 3 )と捉え、「動詞‐補語複合語」
（Verb-complement(V-R) Compounds, 以下 VR 複合語という）と呼んだ
（Chao1968: pp.435-480）。一方、同じように「動詞‐結果補語」の結合で















 また、Chao は VR 複合語が目的語を伴う構造について、主語と目的語の
どちらが補語の動作主になるのかによって異なる特徴を持つと述べ、次の
ような例を挙げている。 
(5)  a.我骂哭了他了。（私が彼を怒って泣かした。） 
    b.你做累了事可以歇歇。 
  （あなたが仕事して疲れたならちょっと休んでいいですよ。） 
（Chao1968:472-473） 







   b.*我把事做累了。                （Chao1968:473） 
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1.2 生成文法のよる統語的研究 












  何元建(2011)は、VR のこれまでの研究において議論となっている問題と












   b.张三吃完了饭。（張三はご飯を食べ終わった。）  
（何元建 2011:264） 
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 何元建は、(7a)は“张三吃饭，张三饱了”という内容を表し、V1 と V2
は共に主語を指向するので「並列構造」の「非動補型」で、一方(7-b)は“张
























(10) 这件事使 [张三感动了]。＜[ ]内が一項能格動詞＞     
  （このことは、張三を感動させた。）      （何元建 2011:269） 
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(11) *这件事使 [张三批评了]。＜[ ]内が対格動詞＞ 
   （*このことは、張三を批判させた。）     （何元建 2011:269） 
(12) 张三打伤了李四。（張三は李四を殴ってけがをさせた。） 
  →*张三使[李四打伤了]。＜[ ]内が対格の V1-V2 動詞＞ 
（何元建 2011:270） 
(13) 张三吓呆了李四。（張三は李四を驚かせてぽかんさせた。） 
  →张三使[李四吓呆了]。＜[ ]内が一項能格の V1-V2 動詞＞  
 （何元建 2011:270） 
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1.2.2 Sybesma ,R.・沈阳（2006）の分析 


















(17) 唱[sc 阿 Q 哭]（基底構造） → 阿 Qi [唱[ sc ti 哭]] 




















（Sybesma ,R.・沈阳 2006:41） 
 







(19) 肚子笑疼了。 → 肚子 i [笑[ sc  ti 疼了]] 
（Sybesma ,R.・沈阳 2006:42） 
 
 この文では、主語の NP“肚子”は VR の補語“疼”と関係し“肚子疼”
という意味を構成するが、“肚子笑”という意味は構成せず、NP は VR の
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 このように、小節理論による分析では、自動詞的 VR 文の主語 NP は小節
の主語から移動したものと解釈される（つまり、自動詞的 VR の主語の NP
は述語 V の内項ではないとされている）。また、他動詞的 VR 文でも、同様
に分析できるとし、次のような例を挙げて生成過程を示した。 
 
(20) a.小 D 唱哭了阿 Q。（小 D が歌って阿 Q を泣かした。） 
    b.[vP小 D [VP唱[SC阿 Q 哭]] （基底構造） 














 （Sybesma ,R.・沈阳 2006:41） 
 
 この分析では、他動詞的 VR 構造は、自動詞的 VR 構造と異なり、構造
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(22) 小 D 打死了阿 Q。（小 D が阿 Q をなぐり殺した。） 
（Sybesma ,R.・沈阳 2006:42） 
 




(23) 小 D [VP打[SC阿 Q 死]]  
 













  （この文章は、書くことで私の手を疲れさせた。） 
   b.这首歌唱哭了阿 Q。 
  （この歌は、歌うことで阿 Q を泣かした。） 























言い換えられないのは、対格 VR が二項能格 VR のように外部の使役主を
とれないからであり、内部の使役関係を否定する根拠とはならない。 
 次に、Sybesma ,R.・沈阳（2006）の小節理論は、2 項分岐の統語的生成
の中で VR 構造の結果補語の主体（小節理論では小節の主語）が表層構造
の VR の目的語の位置に現れることを合理的に説明しているが、次の二つ
の点について異議を提起する。第一に、この分析では、“小 D 打死了阿 Q。”
は、生成過程のどの段階においても“小 D”と“阿 Q”の間に“打”とい
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3.1 VR の基本的な意味構造 
 本論では、Chao(1968) が述べているように VR は臨時的に構成された複
合語と考える。VR は統語上では一つの動詞として機能するが、意味上 V
と R はそれぞれ命題の述語として意味を構成する。また、一つの動詞とし
て VR は他動詞的にも自動詞的にも機能する。本論では前者を他動型 VR、




3.1.1 他動型 VR の意味構造モデル 
 他動型 VR には動詞 V が他動詞のものと、自動詞のものがあるが、まず
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ニ～サセル」という 3 項を持つ論理構造と捉え、使役関数を「CAUSE」で
表すと「CAUSE（α,β,γ）」という 3 項関数で表記できる。しかし、VR は









(26’) 打破’[他, 杯子, 打’(他, 杯子)&破’(杯子)&有’{破’(杯子),了}] 
     ｻｾﾙ ～ｶﾞ～ﾆ    ～ﾄｲｳ状態ﾆ 











「&」で結ばれている。また、γ1 の第 2 項がγ2 の第 1 項に入り、γ2 の
式全体がγ3 の第 1 項に入り全体が連鎖しているので、意味はこの順番で
生起する。 
 次に、VR の V が自動詞の場合の意味構造を記述しよう。このタイプの
VR 構文には、次のような例がある。 



















                 &有’[{有’{有’(妹妹,眼睛),红},了}]] 
   ｻｾﾙ ～ｶﾞ  ～ﾆ                            ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
      α   β                                  γ 
 
3.1.2 自動型 VR の意味構造モデル 











(28’) 哭醒’[孩子,孩子,哭’(孩子)&到’{哭’(孩子)&醒’(孩子)}&有’{醒’(孩子) ,了}] 
     ｻｾﾙ ～ｶﾞ  ～ﾆ             ～ﾄｲｳ状態ﾆ 









3.2.1 目的語指向型 VR と主語指向型 VR 






  b.张三吃完了饭。（張三はご飯を食べ終わった。） 
（何元建 2011:264,再掲） 
 
 何元建によれば、(a)の主語指向の VR は並列構造の非動補型であるため
DOR 適合の問題は起きず、(b)の目的語指向の VR は動補構造で DOR に適
合する。この主張を検討するために、これらの文がどのように意味を構成
するのか、意味構造を記述することにする。 
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   ｻｾﾙ ～ｶﾞ ～ﾆ                   ～ﾄｲｳ状態ﾆ 






   ｻｾﾙ  ～ｶﾞ ～ﾆ     ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
             α β   γ1     γ2         γ3 
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動詞の対象の意味役割として現れるだけで、R“饱”とは意味的に関わら





指向 VR も DOR に適応すると見なすことができ、主語指向 VR と目的指向
VR を統一的に解釈できる。 
 
3.2.2 対格 VR と二項能格 VR 
 何元建は、次の(30b)のような二項能格 VR は使役義を持つが(30a)のよう
な対格 VR は使役義を持たないとしている。 
 
(30) a.张三打伤了李四。（張三は李四を殴ってけがをさせた。） 
    b.张三吓呆了李四。（張三は李四を驚かせてぽかんさせた。） 
（何元建 2011:270,再掲） 
 








   ｻｾﾙ  ～ｶﾞ ～ﾆ        ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
             α  β   γ1        γ2        γ3 
 
 次に(30b)の文について考えて見よう。“吓呆”は能格 VR で自動詞的にも







   ｻｾﾙ ～ｶﾞ ～ﾆ      ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
            α  β  γ1          γ2               γ3 
 









   ｻｾﾙ ～ｶﾞ ～ﾆ       ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
           α  β  γ1        γ2             γ3 
 
 一方、対格 VR は“＊李四打伤了。”のように言うことはできないので、
再帰的使役構造を構成しない。 
 
3.3 Sybesma ,R.・沈阳（2006）の問題点の考察 
 ここでは、Sybesma ,R.・沈阳（2006）の小節（small clause）理論による
分析で提示された自動型 VR の構造と他動型 VR の構造について検討する。 
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3.3.1 “阿 Q唱哭了。”と“肚子笑疼了。” 
 Sybesma ,R.・沈阳（2006）は、自動型 VR の例として次のような例を取
り上げた。 
 
(32) 阿 Q 唱哭了。（阿 Q は歌って泣いた。） 
(33) 肚子笑疼了。（腹が、笑って痛くなった。） 
（Sybesma ,R.・沈阳 2006:40,42,再掲） 
 
 小節理論による分析では、自動型 VR 構造は基底構造では外項を持たず、
補部小節の内項のみを持つとされる。これに基づき、上記の二つの文の派
生過程は次のように示されている。 
(32’) 阿 Qi [唱[ sc ti 哭]]  
(33’) 肚子 i [笑[ sc  ti 疼了]]  
 











    ｻｾﾙ ～ｶﾞ～ﾆ            ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
           α  β  γ1          γ2             γ3 
 
  この式で、「唱哭’ 」は「～ガ～ニ～トイウ状態ニサセル」という使役の
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意味を表す 3 項関数として機能している。式全体の意味は「阿 Q ガ、阿 Q


















      ｻｾﾙ ～ｶﾞ～ﾆ           ～ﾄｲｳ状態ﾆ 






構造の自動型 VR で、(33)は他動型 VR の派生と捉えられる。 
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3.3.2 他動型 VR の V と目的語の関係 
 Sybesma ,R.・沈阳（2006）は、他動型 VR について、小節（CS）を補部
に取る VPがさらに使役階層 vPを持つ構造と分析している。この分析では、
他動型 VR の動詞 V が自動詞であっても他動詞であっても同様の構造を持
つ。たとえば、次のような例を挙げている。 
 
(34) 小 D 唱哭了阿 Q。(小 D が歌って、阿 Q を泣かした。) 
(35) 小 D 打死了阿 Q。(小 D が阿 Q を殴り殺した。) 
（Sybesma ,R.・沈阳 2006:41,42,再掲） 
 
 小節理論による分析では、二つの文は次のような基底構造を持つとされる。 
(34’) [vP小 D [VP唱[SC阿 Q 哭]] 
(35’) [vP小 D [VP打[SC 阿 Q 死]] 
 
 この分析では、(35)のように V に他動詞が用いられる場合でも、V と目
的語(N2)は統語的にも意味的にも関係を持たない。なぜならば、(35)の NP2
“阿 Q”は VP の補部である小節の主語であるからである。つまり、(34)
で“唱阿 Q”という動目関係が成立しないのと同様に、(35)でも“打阿 Q”







 (34’’) 唱哭’[小D,阿Q,唱’(小D)&到’{唱’(小D),哭’(阿Q)}&有’{哭’(阿Q),了}] 
     ｻｾﾙ ～ｶﾞ～ﾆ         ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
       α β  γ1      γ2             γ3 
 
 次に、(35)の文の論理式は以下のようになる。 
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(35’’) 打死’[小 D,阿 Q, 打’(小 D,阿 Q)&死’(阿 Q)&有’{死’(阿 Q),了}] 
    ｻｾﾙ ～ｶﾞ～ﾆ          ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
            α β     γ1      γ2             γ3 
 
 (35’’)の論理式では、γ1 の式に「打’(小 D, 阿 Q)」が生起し、第 1 項“小
D”が動作“打”の「動作主」で、第 2 項“阿 Q”が「対象」であること
が現れている。命題的意味を表すγ項は、γ1 の第 2 項“阿 Q”がγ2 の







 本論では、 VR について最近の研究の中からの何元建 (2011)と
Sybesma ,R.・沈阳(2006)の生成文法理論による分析を取り上げ、四つの問
題点を提起し、それについて述語論理による記述方法を用いて分析を試み
た。何元建(2011)の主張については、第一に目的語指向 VR と主語指向 VR
が共に動補型 VR として分析可能であることを論理式で示し、第二に対格
VR と二項能格 VR が共に他動的使役構造を持つことを論じた。
Sybesma ,R.・沈阳(2006)の小節理論による分析については、第一に“肚子
笑疼了。”は“阿 Q 唱哭了。”と同構造の自動型 VR ではなく、他動型 VR
の派生であることを論理式で示した。第二に他動型 VR の V と目的語の関
係は構造上明示する必要があることを述べた。小節理論による他動型 VR
の分析では、V と R が結合し複合動詞 VR となり、さらに外側の殻の主要
部に移動して使役軽動詞になるとされる。この点では、VR が使役関数と
して文全体の意味を決定すると仮定した本論の意味分析と基本的に一致し
ている。しかし、小節理論による分析では、VR の目的語(N2)と V が統語的
にも意味的にも関係せず、動詞 V の対象 N2 が結果補語 R の主体になると
162 言語と文化論集 №22 
いう関係が構造上に反映されないという点で問題がある。VR 構文は、V と
R の述語の語彙的意味や述語内部の時相構造と密接に関係している。VR の













項述語、2 項述語、3 項述語のように呼ばれる。 
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4) 何元建(2011:263)参照。 
5) Simpson, J. (1983)が提唱した規則。 
6) 潜在的使動文（原文は“隐形使动句”）に対し、明示的使動文（原文は“显
性使动句”）は、“那件事使张三气疯了。”のような文とされている（何元




呼ばれる。VP-shell 分析は、VP は外側の VP 殻（shell）と内側の VP 殻
（core）に分離投射されるという理論に基づくもので、Larson により提
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